
整備基本計画

●計画の実現にむけて

「首里杜構想」は弁ヶ嶽御嶽を頂点に、
真嘉比川と金城川の両水系に囲まれた
範囲、及び流域と分水嶺一帯を、古都首
里の歴史的発展を特徴づけた風土環境
としてとらえた。首里の歴史的環境を
支える地形の状況は、今も昔も基本的に
変化はなく、長い歴史を越えて受け継が
れてきた。
　そこで首里杜構想では、首里城を中核
とする一帯を首里杜地区、これをとりまき
２本の水系が骨格となった首里のまち
一帯を首里歴史的風土保全地区として、
今後の首里のまちづくりに一つの方向
性を示すと同時に、首里城公園の位置づ
けを明らかにするものである。

　計画を着実に実施していくために、首里杜まちづくり推進協議会（仮称）を設置する。
　協議会は、地域団体や事業者、学術機関、行政など、首里杜地区のまちづくりに関係する各主
体で構成する。協議会では、地域の将来像を共有し、必要な取り組み等について議論や活動を行
うとともに、各事業の進捗を確認する。
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●対象範囲
　新・首里杜構想で位置付けられた「首里杜地区」を基本とし、必要に応じて周辺の自然資源、
歴史文化資源、都市施設等も対象とする。

●計画期間
・2022（令和4）年度から2031（令和13）年度までの10年間とする。
・正殿の完成予定である2026（令和8）年度までを前期５年、それ以降を後期５年とする。

●目的
本計画は、首里城公園のそもそもの理念である「首里杜構想」を受け継ぎ、令和の首里城復興

に伴う「新・首里杜構想」の推進を目的に、歴史まちづくりの目指す姿や具体的な施策をとりま
とめるものである。

対象範囲・計画期間

首里杜地区整備基本計画【概要版】
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首里杜地区の特徴及びまちづくりの目指す姿

●特徴

●目指す姿

●課題

●基本方針及び施策体系

⑴　古都首里を感じられる空間の創出

⑵　歴史文化資源等の保全・整備・活用

⑶　暮らしと観光が両立した住みやすく魅力的なまちづくり

　首里杜地区は自然・地形の成り立ちから、首里城が成立し文化が花開いた琉球王国時代、近代化や戦争　 の記憶と戦後の復興、そして現在の暮らしに至るまで、様々な歴史や文化が重
層的に折り重なった地域である。

　首里杜地区は、自然や歴史を基盤にした首里の人々の営みによって形づくられてきた。沖縄戦などの被　 害を受けながらも、歴史・文化を受け継ぎ、新たなまちを形成してきた活力は、
首里に住む人々や関係する人々の古都首里への誇りと愛着、そして訪れる人々の理解と親しみによって生　 み出されていると考えられる。このような自然・歴史・暮らしが調和する
首里らしいまちに、100年後まで住み続けられる持続的なまちづくりを目指す。
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●到達目標

●取り組み抽出の考え方

　必要な取り組みのうち、10年の計画期間で取り組
むべきものを抽出する。

　整備基本計画は計画期間を10年間とし、10年後の
到達目標を定める。

●取り組み一覧

整備基本計画

⑴　「古都首里を
感じられる空
間の創出」に向
けた到達目標

⑵　「歴史文化資
源等の保全・
整備・活用」に
向けた到達目
標

⑶　「暮らしと観
光が両立した
住みやすく魅
力的なまちづ
くり」に向けた
到達目標

これまでの取り組みの継続とともに、
これからのまちづくりを誘導する計画
・制度の導入を目指す。

首里城正殿は2026（令和8）年の完
成が予定されており、周辺の歴史文化
資源の整備もこれを踏まえ、10年間
の計画期間内にある程度集中して環境
整備することを目指す。

地区内の交通渋滞緩和、歩行者の安全
性を確保し、ゆとりある歩道や交流ス
ペースの確保など交流を促進する道路
整備などを進め、暮らしと観光の両面
からの交通環境の改善を目指す。
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整備基本計画

●パッケージの考え方
　各事業の整備効果を高め、関係者が多岐にわたる事業も連携しやすくするために、テーマ（視点）及び
エリア別に関連する事業をパッケージとして整理する。
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